
令和４年度 第３回 藤沢市立鵠沼中学校 学校運営協議会会議録 

 

開催日時 2022 年 10 月 28 日（金）10 時～ 

場  所 鵠沼中学校 図書館 

  

 

出 

席 

委 

員 

 

渡邉 美子  （会長・鵠沼ふれあいトライアングル会長） 

小路 成明  （副会長・鵠沼中学校 校長） 

浅場 秀男  （民生委員児童委員） 

和田 まや子 （鵠沼地区青少年育成協力会委員） 

後藤 渉   （鵠沼中学校 PTA 会長） 

山口 秀俊  （鵠沼市民センター長） 

鈴木 茂和  （元鵠沼中学校校長） 

雨澤 義則  （元鵠沼中学校 PTA 会長） 

長谷川 友子 （前鵠沼中学校 PTA 副会長） 

猿渡 千恵子 （鵠沼中学校 教務主任）          以上 10 名 

次 

第 

 

議 題 

「学校運営や子どもを取り巻く現状・課題把握・解決策について」 

１．副会長挨拶―学校現況報告―（小路副会長） 

２．前回第２回の議事録 内容確認 

３．議題について検討 

４．閉 会（１１時４０分） 



協 

議 

内 

容 

 

１． について 

小路副会長・・今年度、体育祭や修学旅行、学級懇談会など感染防止対策に配慮しながらも予定通り 

に開催できたことは前回お伝えしたが、9 月以降も定期テストを含め各行事が無事に

開催できた。3 年ぶりに文化祭【鵠祭】文化の部（文化部のステージ発表・作品展示）、

合唱の部（合唱コンクール）を工夫を凝らしながら実施し、保護者の皆さんにも観覧

してもらえたことが良かった。 

２． について 

第 2 回の議事録 内容確認 

３．について 

【学校運営や子どもを取り巻く現状・課題把握】 

小路副会長・・学校現場は慢性的な人手不足である。必要な教員数の配当が遅れていて出張があった

りするとホームルームを見守る人員のやりくりにも苦慮している状況。用事があって

も休めず、教員は相当な疲労感を抱えている。もっと生徒たちを見守る大人の目があ

ったら有難い。 

【解決策について】 

雨澤委員・・・前回から話のあった人材バンクを具体的に進める必要がある。将来的には地域の方々

が学校に入っていけるシステム作りがもとめられていると認識している。 

後藤委員・・・10 年以上前になるかと思うが・・東京都杉並区の和田中学校のケースが参考になるの

では？地域の大人を巻き込んで毎日、誰かが学校に関わる活動をやっていたようだ。 

猿渡委員・・・生徒指導というより、ちょっと困っている生徒たちに声がけをしたり広い視野で見守

ってくれる大人がいてもらえると良いなというイメージ。 

長谷川委員・・我が子が入学以来、コロナ禍で保護者の行事参加が制限されていることもあり、授業

をみたり学校の様子を知りたいという保護者のニーズは高いように感じている。 

鈴木委員・・・昼食前の時間帯がトラブルが起きやすい傾向にある。継続して来てくれる方がいらっ

しゃると学校の様子を把握してもらい易く、よいと思う。 

小路副会長・・週に 1 回とか…ちょっとしたお手伝いからでも学校としてはありがたい。 

渡邉会長・・・知り合いに声掛けするのは限界がある。地域の方に展開していくことで、興味をもっ

てくださる潜在的な人材の掘り起しができるのではないか。 

鈴木委員・・・なんとなく見守りをお願いするよりも、実習補助のように目的が明確で具体的な内容

があった方が関わってもらいやすいと思う。 

山口委員・・・KFP さんを中心に、やれるところから形つくりを始めてもらえたら。ボランティアの

負担が重くならないように考えての仕組みつくりを。【〇〇サポーター】のような名

称や腕章をつける等して、子どもたちや地域の方々に活動を浸透させていけたら。 

和田委員・・・草の根運動的に、身近なひとへの声掛けから始めてもよいと思う。実際に携わってみ

ると、子どもたちや先生方の役に立っているなと実感できるのは嬉しいこと。 

小路副会長・・小学校と連動・連携も大切。地域の人材を共有しているし、枯渇させないような人材

発掘が必要になってくると思われる。学校として、もっとお願いしたいことの詳細を

先生たちの意見を聞きながら詰めて、皆さんにご提案するようにしたい。 

       今後とも、ご協力をお願いいたします。 

 次回開催日程  2022 年 12 月 16 日（金）10 時～ 

 場  所   鵠沼中学校図書館 

  


